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長良川流域は、川と共に栄え、文化・歴史・産業等をはぐくんだ文化圏を形成してきた地域です。しかし、近代になり流域外と
の都市間交通網の発展や、地域資源に依存しない産業群の成長に伴い、流域にある固有の川文化が忘れられつつあります。
この交流コーナーは、流域市町村にある川にまつわる文化・歴史・文化財・スポーツ・イベントなどをはじめとした地域資

源・財産を年4回（2月、5月、8月、11月）紹介し、ふれあいの輪あるいは交流人口の拡大につなげていきたいと思っています。
紹介します市町村へ文化巡りなどに足を運んでみてください。

この交流コーナーは、岐阜市、関市、美濃市、羽島市、笠松町、柳津町、海津町、輪之内町、安八町、墨俣町、穂積町、真正町、糸
貫町、高富町、伊自良村、美山町、洞戸村、板取村、武芸川町、八幡町、白鳥町、高鷲村、美並村、明宝村、富加町の長良川流域25市
町村が協力して実施しています。

●真桑人形浄瑠璃（真桑文楽）
上真桑本郷地区に伝わる郷土芸能で、約300年前、水争

いに功績のあった福田源七郎の徳を讃え演じられたのが
始まりと言われ、毎年春分の日とその前夜、物部神社の
祭礼に奉納上演されます。
上演される外題は、他の文楽ではみられない日吉丸雅

桜（五郎助住家の段）や蓮如上人一代記（嫁威の段）をはじ
め、三番叟、絵本太功記、傾城阿波の鳴戸、壷坂霊験記
などがあります。
●アクセス
・名鉄揖斐線「真桑駅」下車徒
歩10分

・樽見鉄道「北方真桑駅」下車
徒歩20分

●問い合わせ先

●墨俣一夜城歴史資料館
木下藤吉郎（後の豊臣秀吉）が

織田信長の命を受け、一夜にし
て築城し太閤出世物語の出発点
となった「墨俣一夜城」。築城に

を運び、美濃攻略の拠点となる
砦を築きました。現在、この城のあとには歴史資料館が
あり若き日の秀吉に出会えます。
また、展望室からは長良川や金華山をはじめ伊吹山、

養老山脈などが一望でき、四季の眺めは最高です。
●アクセス
・名鉄新岐阜駅、JR岐阜駅より岐阜バス「墨俣」下車徒
歩10分

・名神高速「岐阜羽島IC」から車で15分
●問い合わせ先
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真正町文化ホール　1 058・323・5373

あたり藤吉郎は川を利用し木材

墨俣町役場総務課　1 0584・62・3111（内線122）


